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１．はじめに 

 鉄道盛土の耐力（耐降雨性能）は，盛土内部の水分量に依存する．当社では，ハード対策としてのり面工による

遮水対策 1)，排水パイプによる水位低下対策，排水設備による流入水対策などの設備の充実，常時の排水設備の維

持管理，およびソフト対策として，降雨時の警備や点検を行い，鉄道の安全安定輸送を確保している．ここで，上

述の維持管理や警備は目視が主体であり，経験に基づく定性的な評価に留まるのが現状である． 
そこで本稿では，盛土内部の水分量の推移を測定することができる電気比抵抗 2)の活用について，実盛土におけ

る実証検証を行ったので報告する． 

２．盛土の諸元と電気比抵抗の計測方法 

 （１）盛土の諸元 

表 1 に今回用いた盛土材料の特性値を示す．水分を含むと粘り気が高く，

乾燥すると固結する地山掘削土である．図 1 に盛土および計測の概要図を示

す．盛土は高さ 3.2m，のり面勾配は 1：1.5 である．盛土左側 12m は締め固

め度 85%と密に，盛土右側 6m は締め固め度を 80%と緩く施工した．盛土に

は横断工として，陶管（φ 180mm）を 1 本，塩ビ管（φ 300mm）を 2 本設置し

た．塩ビ管の上には擬似空洞（φ 300mm，

長さ 4.5m）を設け，ここに中水（雨水

貯留水）を流入させた． 
 （２）電気比抵抗の計測方法 

電気比抵抗の計測は，盛土より遠方に

設置した電流電極と図 1 に示す電位電

極により構成されている．計測線は，左

右のり肩に 2 計測線（1 計測線 41 電極），

および中央塩ビ管口元からのり肩に線

路直角方向に配置した 1 計測線（16 電

極）の計 3 計測線である． 
図 2 に計測方法および，電極設置状況

を示す．電極は 0.5m ピッチに設置し，1
つの電極から 10個先の電極までの

電位差を連続して測定することを

繰り返す．このため，深さ 5m まで

の電位差を計測することになり，

盛土の下約 2m の地盤を含む範囲

を計測することになる． 
なお，上述の 3 計測線の測定に

要した時間は約 12 分であった．ま

た，電極は家電製品などで用いら

れる，接地電極（銅製）である． 
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図 1 盛土および計測概要図 
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図 2 電気比抵抗計測方法と設置状況 
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３．電気比抵抗の計測結果と考察 

図 3 に擬似空洞に通水（4m3/day）を開始してから，1 時間毎の計測結果を示す．図は，上より計測面１，計

測面 2，（のり肩線路方向）及び計測面 3（のり面線路直角方向）である．通水開始時点の土中水分の分布を初

期値とし，時間計画に伴う比抵抗値の変化を示している．擬似空洞への注水を行った結果，盛土内部に水が浸

透せず流入口より溢水し，のり尻に滞水した．このまま継続した結果，のり尻及び地盤における比抵抗値が低

下（緑から青）に変化している．これより，のり尻より浸水が生じている状況がわかる．一方，盛土天端は一

部の箇所で比抵抗が増加（黄色から橙色）している．これは，日光により天端の一部が乾燥したことによる． 
 図 4 に降雨時の 3 時間毎の計測結果を示す．この間は注水を行っていない．降雨は降り始めから 9 時間継続

し，その後降り止んだ．降雨量は 0.5～1mm/h，累積雨量 6mm で，この間大きな変化はなかった．盛土天端及

びのり面中腹及びのり尻で電気比抵抗値が低い領域が拡大し，この傾向は降りやみまでの 9 時間継続している．

降り止み後，天端及びのり尻において比抵抗値が再び増加し，降雨前の状態に回復する傾向がわかる． 

４．まとめ 

 電気比抵抗による計測により土中水分の時間的空間的推移を把握することができ，実現象と合致する傾向で

あった．比抵抗値は土中水分のほかに，水分に含有されるイオン，土粒子に含有される鉱物，地中温度などに

影響を受ける 3)．従って，土壌水分計他の計測機器と組み合わせ，信頼度を高めることが必要と考えられる． 
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図 3 電気比抵抗値の変化（擬似空洞注水時） 
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図 4 電気比抵抗値の変化（降雨作用時） 
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